


教育コミュニティづくりに関するアドバイザリースタッフへの


聞き取りシートの回答まとめ








参考資料２





地域で活動され、教育コミュニティづくりに関して大阪府に対してご意見を頂いているアドバイザリースタッフ７人の方に教育コミュニティづくりの現状などについて、平成２４年８月に質問紙で聞き取りをし、その回答をまとめたものです。


回答についてのポイントとして以下のとおりです。





【回答についてのポイント】


１　「教育コミュニティづくり」については、一定、地域や校区に認知されてきている。一方で、地域や市町村によって取組みについての温度差や活動のマンネリ化が伺える。





２　すこやかネット設置当初の理念や趣旨を改めて、共通理解する必要がある。





３　教育コミュニティづくりの活動の基盤を小学校区とするのか中学校区とするのか、小学校区の活動と中学校区の活動をどうつなげていくのかが課題である。





４　キーパーソンの世代交代に以下のようなことが考えられる。


進んでいない要因として、


・大人が楽しんで活動した経験が少ない。


・協議会のメンバーが団体の長で構成されている。


世代交代をする方策として、


・キーパーソンが楽しめるような取組みを実施する。


・協議会のメンバーを現役世代の人で構成する。





５　個人の参加を拡充するための方策として、学校開放、大人が楽しめる活動の実施、広報・ＰＲ活動の必要性、学校教育主管部課から学校へのアプローチの必要性などが考えられる。　地域がある。


　　











